




A Study into the Introduction of Workshop Training at University for Faculty and 
Administration Bureau Members
― Achievement and Problems ―
キーワード：教職員研修，ワークショップ型研修方式，コーディネーター，KJ法
Abstract：There exist many ways to promote training: academically certified supervision, approved 
counseling, officially recognized SGE leadership, Board of Education annual training course, student 
guidance training, educational consultation training, as well as counselor development courses, and 
also training workshops.  This paper addresses the introduction of a workshop training program at 
a four-year university for faculty and non-academic staff members.  The achievements and problem 
encountered were examined for: 
1. How to develop understanding among members.　　2. How cooperation between faculty and 
non-faculty members reduced barriers.　　3. How the training was advanced through interaction 
between the coordinator and participants.　　4. The level of cooperation between faculty and non-
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7. Increase in opportunity for individual consultation.　　8. A range of points of view.　　
9. Experiencing new training programs.　　10. Reviewing university objectives.　　11. Value of 
individual contributions.　　12. Confirmation of responsibilities.
Relating to issues
1. Contents of the training program.　　2. Time management.　　3. Coordinator training, ensuring 
education system.　　4. Exploring possibility for student participation.　　5. Exchange of 
information regarding future training programs.　　6. Restricting numbers to improve discussion.







































































































（Photo 1） Presentation by coordinator
（写真３　討議後のグループ発表）
（Photo 3） Group announcement
（写真４　コーディネーターからのコメント）
（Photo 4） Comment by coordinator
（写真２　KJ法によるグループ討議）




























































































































































































































































































































































































































































































































・ TA（Teaching Assistant） を育てる。



















































　engage in productive pro ject
・ 学習するatmosphere作り。
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り等が挙げられていた。この点では特に，結果の検
討に加わった飯出一秀（IIDE, Kazuhide　健康科学科
長）より，「コーディネーターの専門性の高さ（発表
者の発言のポイントを押さえ，繋ぐ技術等）から，学
ぶ点が多い」とのコメントもあった。
　第４番目に，24件，④教職員間の協働性を向上させ
たこと。組織としての一体感を研修中常に実感してい
た等の意見が多かった。
　第５番目に，23件，⑤手立て（解決方法）が見えや
すかったこと。かなり練られた研修プログラムである
ことを体験を通して実感できた等の意見が多数あっ
た。
　第６番目に21件の，⑥現状での課題が明確化しやす
かったこと。ブレーンストーミング，KJ法等の長所が
活かされていた等の意見が多かった。
　第７番目に，20件，⑦個人の発言機会が増えたこ
と。リーダーが中心になって，グループメンバー全員
での話し合いの場が保障された等の意見が多かった。
　第８番目が，16件，⑧多面的な視点にふれることが
できたこと。事前のプレゼンで，コーディネーターか
ら，ポイントを押さえた説明があったので，大変ス
ムーズな進行のもと，自由に発言できる雰囲気ができ
表３『ワークショップ型研修方式』導入による教職員研修の課題
課題内容 件数
①研修内容の事前の周知徹底（研修のねらい，具体的内容等の事前連絡等） ５
②事前研修打ち合わせ，当日研修の充分な時間確保（研修担当者による打ち合わせ時間の確保等） ４
③コーディネーター養成・育成システムの確保（特定のコーディネーターへの負担軽減等） ３
④学生参加の可能性の模索（学生参加，学生事前アンケート実施による学生視点の導入等） ３
⑤研修の継続実施によるさらなる情報交換と具体的手立ての共有化（研修継続実施による，より効果的な大学改善等） ３
⑥効果的話し合いのための参加人数の制限（適切な人数制限等） ２
⑦その他（「特になし」の記入，空欄含む） 39
注）対象：研修参加教職員　有効回答数60， 複数項目回答可。
表２『ワークショップ型研修方式』導入による教職員研修の成果
成果内容 件数
①組織としての親和度を高めるのに有効であること（日頃会話をしなかった人との交流等） 37
②教員と事務局職員が，それぞれの立場の壁を越えた活発な議論が可能になったこと（工夫されたグルーピング等） 28
③ 講師（コーディネーター）と研修参加者が双方向で研修を進められたこと（コーディネーターの的確なコメント・和
やかな雰囲気づくり等）
26
④教職員間の協働性を向上させたこと（組織としての一体感の実感等） 24
⑤手立て（解決方法）が見えやすかったこと（練られた研修プログラムの活用等） 23
⑥現状での課題が明確化しやすかったこと（KJ法の長所等） 21
⑦個人の発言機会が増えたこと（グループメンバー全員での話し合いの場の設定等） 20
⑧多面的な視点にふれることができたこと（コーディネーターのポイントを押さえた説明等） 16
⑨新しい研修プログラムを体験を通して学べたこと（初の参加型研修プログラム体験等） 13
⑩「建学の精神」の再確認と目指す方向性の共有化ができたこと（どんな学生の育成を目指すかの方向性の確認等） 11
⑪参加者の主体性が重視されたこと（コーディネーターの専門性の高さ等） 10
⑫各立場の業務内容の確認ができたこと（各グループへの様々な立場の方の参加等） 10
⑬その他（「特になし」の記入，空欄含む） 45
注）対象：研修参加教職員　有効回答数60， 複数項目回答可。
125
ており，その中でいろいろな視点からの意見に触れる
ことができた等の意見が多数あった。
　第９番目，13件，⑨新しい研修プログラムを体験を
通して学べたこと。今まで受講した中で，初めての研
修プログラムの体験で好印象を持った等の意見が多
かった。
　第10番目，11件，⑩「建学の精神」の再確認と目指
す方向性の共有化ができたこと。どんな学生の育成を
目指すかの方向性の確認が，参加者全員でできた等の
意見が多数あった。
　第11番目10件，⑪参加者の主体性が重視されたこ
と。研修を進行し，まとめ上げていくコーディネー
ターの専門性の高さを実感した等の意見が多かった。
　同じく10件，⑫各立場の業務内容の確認ができたこ
と。各グループへの様々な立場の方の参加が事前に工
夫されており，意見交流の中で，それぞれの立場の生
の声に触れることができた等の意見が多数あった。
　これらの成果から見えてくることは，①学生の実態
把握の手段として有効な手法であること　②課題（目
標），手立て（対応策）の具体化・共有化に適した手法
であること　③「Plan・Do・Check・Action」の「C」
１年間の取組の評価での効果が期待できること　など
が示唆された。
２　課題
　次に本研修の課題としては，表３「『ワークショッ
プ型研修方式』導入による教職員研修の課題」（対象：
研修参加教職員　有効回答数60，複数項目回答可。）
に挙げた。 
　研修参加者が，研修課題として挙げた項目として，
２件以上の項目を整理し，まとめたものである。
　まず，５件と最も多かった項目は，①研修内容の事
前の周知徹底である。研修のねらい，具体的研修内容
等について，研修参加者へ研修前，せめて１週間前ま
でには連絡を徹底させておく等の意見があった。
　次に４件，②事前研修打ち合わせ，当日研修の充分
な時間確保である。研修担当者による打ち合わせ時間
の確保が十分確保できなかったこと。また，研修当日
の研修時間も，30分〜60分は欲しかった等の意見であ
る。
　第３番目，３件，③コーディネーター養成・育成シ
ステムの確保である。特定のコーディネーターばかり
への負担が大きいのではないか等の意見があった（前
回の本方式導入による研修〈2010.９.７〉も，筆者が
コーディネーターを担当した。）。
　同じく３件，④学生参加の可能性の模索である。学
生が研修会に参加する，あるいは，学生に事前アン
ケートを実施し，その結果を研修会に持ち寄る等，学
生視点の研修への導入の意見である。
　同様に３件，⑤研修の継続実施によるさらなる情報
交換と具体的手立ての共有化である。本研修を継続実
施し，より効果を上げたい等の意見があった。
　２件，⑥効果的話し合いのための１グループ参加人
数の制限である。適切な人数制限の意見である。以上
であった。
　これらの課題から見えてくることとして，①本研修
プログラムの継続実施による，情報共有と共同歩調に
よる大学改革への方向性の共有化　②研修参加者の課
題意識と正確な情報の保持（情報料も含む）の必要性
　などが今後の課題として挙げられる。
　以上の課題と成果から，今後も『ワークショップ型
研修方式』導入による教職員研修を継続実施すること
で，研修実施時点での課題を一層明確にし，さらに
は，本方式の授業実践への援用の在り方や，組織運営
の様々な課題解決に向けて，より課題を焦点化するな
ど，可能な限り実践的な手立てを探る研修の在り方に
ついても検討していきたい。
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